
Ampzilla 2000 Second Edition
300W Mono Power Amplifier

ジェームス・ボンジョルノ。その名を巨人といって異論はあるまい。SAE、GAS、SUMO、DYNACO などかっての名機が彼の手にな
るものであったことはすでによく知られています。再生される音楽の素晴らしさによって、それらをいまも愛用するオーディオファ
イルは少なくない。その彼がいま、長い沈黙と思考の末にこれまでにない着想を得て全く新しい回路構成によって復活。
ここに最新作の Ampzilla 2000 Second Edition を発表いたしました。ペアになるプリアンプ Ambrosia2000 も Second Edition とし
てリニューアルいたします。

Spread Spectrum Technologies Inc.(S.S.T. Inc.) からの第 3 作はちまたの高価格アンプへのアンチテーゼともいえるハイパフォーマ
ンス価格のモノーラルパワーアンプ、第 1 作の Ampzilla2000 をよりシンプルに純化させ SN 比を改善、かつ 50% のパワーアップに
成功しました。あの SUMO「The Power」のバランス・ブリッジ回路を発展させたアンプ回路の新しいリファレンスとなるであろう
コンプリメンタリーフローティングアウトプットのフル差動バランスアンプ、基本的にノンフィードバック回路であり、シングルエ
ンド入力に対する完全で比類のないアンバランス・バランスコンバーターを装備。

凝縮された極めて合理的なコンストラクションで、2000VAの巨大な電源トランスを搭載、100,000μFの電源フィルターコンデンサー
を擁する出力 300W モノーラル・パワーアンプである。
その音は信号とパワーの時間軸上のズレを解消して、消え入るようなピアニッシモの吐息からフルオーケストラのフォルティッシモ
を完璧に再現、Ampzilla 2000 Second Edition、ここに再び新しいアンプの歴史が始まる。

New Featur
1. 出力：200W（8 Ω）から 300W（8 Ω）へパワーアップ。
2. SN 比（A 加重）：－ 120dB から－ 130dB になりました。
3. 前段の入力バッファ回路は最新の Son of Ampzilla2000 のように削除、シンプル化されています。全ての入力信号はシングルエン
ド、バランスにかかわらず、新設計メインアンプ部に直接送られます。
4. 入力サーキットは Son of Ampzilla2000 と同様で、僅かに高調波歪率 /THD を低くしています。
5. スピーカー端子はバイワイヤリング対応になりました。
6. フロントパネルは Blue 塗装から Black アノダイズの縦へアライン仕上げになりました。



製品仕様 
■定格出力：Mono 300W（8 Ω／ 20Hz 〜 20kHz)、500W（4 Ω／ 20Hz 〜 20kHz)
■入力インピーダンス / 感度：1V R.M.S.(50k Ω /300W/8 Ω Balanced), ± 1V R.M.S.( ± 70k Ω /300W/8 Ω Unbalanced)、
バランス / アンバランス入力切替スイッチ付属
■周波数特性：8 Ω /20Hz 〜 20kHz（± 0.2dB 以内）4 Ω /20Hz 〜 20kHz（± 0.3dB 以内）
■定格出力帯域幅：20 〜 20kHz
■ SN 比（A 加重）：− 130dB 以下（フルパワー / ショートインプット時）
■全高調波歪率 / 混変調歪率：0.05% 以下（4 〜 16 Ω／ 20Hz 〜 20kHz)
■ダンピングファクター：250 以上（20Hz）
■電源：100V（50/60Hz）、10A（UL/CSA 規格）
■プロテクション：サーキットブレーカー付パワースイッチ、インジケータ付 4DC パワーサプライフューズ、ピーククリップインジケー
タ LED、サーマル LED
■シャーシ：#14 ゲージスチール、パウダーコート仕上
■外形寸法：267W ×  206H（パネル H  /182）×400D( 端子含む）mm
■重量：24.1kg/1 台
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